
富山力‘らいなくなった水草

平成 6年に富山県内の水辺の植物を調査したと

ころ、かつては平地の水辺にすんでいた植物のう

ち少なくとも11 種が、今では県内で見られなくな

りました（表、図 1 )。なかでもトチカガミやガガ

ブタは、十数年前まで各地の池や沼に普通に生育

していた植物です。消えた水草のすみ場所の多く

は、田んぽや池、沼、潟といった水辺でした。

多くの水草が姿を消した原因は、何なのでしょ

うか。

畔ォニバスがいだ潟
氷見市にはかつて、十二町潟とよばれる広大な

潟がありました。潟は海岸の浅い湖で、波や川の

流れの影響でたまった砂によって海と区切られて

できたものです。この十二町潟には多くの水辺の

植物がすみ、県内ではここにしか生育していなかっ

た植物もありました。

直径 2m にもなる円形の大きな葉を水面に広げ

るオニバスもそうで、舟を漕ぐときのじゃまにな

るくらい水面に浮いていました。また、 トミヨや

フナ、コイ、ナマズ、ウナギなどの魚にとっても

大変すみ心地のよいところでした。

昭和40 年代に股地の改善や拡大、水害の防止な

どを 目的として、潟の水を抜く排水路と排水施設

． がつくられました。やがて、湯は縮小し、消失し

ていくとともにオニバスをふくめ、そこにいた水

草、魚の多くは追いつめられていきま した。オニ
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表 富山県内の水辺からいなくなった平地の水草リスト

＊印がつく種は（図 1 ) に示されています。

和 名 （科名） 生育していた場所
ミズニラ（ミズニラ科） 小杉町勅使ケ池

富山市堀川・四方の湿地
センニンモ （ヒルムシロ科）氷見市十二町潟

イバラモ （イパラモ科） 小杉町上野池

富山市五幅富山大学横の小川
氷見市十二町潟

マルパオモダカ（オモダカ科） 小杉町サンピョウガ池
小杉町の丘陵地の池

トチカガミ （トチカガミ科）・ 福

野町安居の池、沼
氷見市十二町潟の潟

オニパス （スイレン科）・ 氷見市十二町潟の潟
ガガプタ（リンドウ科） 黒部市生地の池、 沼

氷見市十二町潟の潟
アサザ （リ ンドウ科） 氷見市十二町潟の潟

ミズネコノオ （シソ科） 富山市東老田 ・古沢の水田
マル1</ サりトウガ秒（ゴマ／ハグ帷） 入普町入膳・柳原の水田、あぜ

オオアプ／メ（ゴマノハグサ科） 入普町本村の湿田

ヒシモドキ （ゴマ科）・ 八尾町保内の池、沼

バスの減少には、混の縮小の他に、その頃、食用

に輸入されたアメリカザリガニが潟で増え、オニ

バスの茎を食べたことも追い打ちをかけたと考え

られています。

茎 平地の溝にもいだミツガシワ
私たちは降った雨を早く排水するために、家庭

で使った水をよどみなく川に流すために溝をどん

池や沼、潟にいたトチカガミ 池や沼にいたヒシモドキ 潟にいたオニパス

図 1. 富山県内から消えた水草（一部） （角野康郎氏提供）
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どんコンクリート化してきました。田んぽの用水

でも側面や底をコンクリートにしてきました。コ

ンクリ ー トは、速く水が流れさり、草も生えない

ので、大変すばらしい材料です。しかし、このこ

とが水生植物のすみ場所を根こそぎうばってしま

いました。

今から、 10 年くらい前、ミッガシワという比較

的高い山の湿地に生える植物が、黒部市の平地を

流れるわき水のふちに生えていました（図 2) 。

約 9度~ 14 度の安定した水温のわき水がミッガシ

ワの平地での生育を可能にしていたと考えられて

います。

そのミッガシワが生えていたところは、今もわ

き水が流れ、近くにはこんこんと水がわき出して

はいますが、残念なことに水路はコンクリートで

つくり変え られてしまいました。ミッガシワは消

え、その新しい水路には、どんな水草も生えてい

ませんでした。

｀ 図 2. ミッガシワ 黒部市の平地の溝にも生育していた。

業 訊ほの除草剤
私たちが毎日のように食べる米は安定した収穫

が得られるように、晟薬や除草剤が使われていま

す。少し前までは毒性の強い薬が使われていたた

めに、水草や魚、タニシなど多くの生き物がいなっ

くなってしまいました。。

オオアプノメやトチカガミ 、アサザは、除草剤

の影響で姿を消してしまったと考えられます。

茶？帰化植物との競合
多くの水辺の植物が、人の影響ですみ場所を追

われて減りつつある一方で、増えた植物があります。

水草のコカナダモやオオカナダモ、水ぎわに生

えて黄色い花を咲かせているキショウプがそうで
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コカナダモ キショウブ

図 3 . 水辺の帰化植物

す（図 3) 。コカナダモ、オオカナダモは北アメ

リカ原産、キショウプはヨーロッパ原産の帰化植

物です。

人によって運ばれてきた外国の植物の中で、日

本の気候にうまくあったこれらの植物は、全国各 ●

地に広がりました。コカナダモ、オオカナダモは

植物体が切れて増えるため、猛烈に増え、以前か

らいたクロモやヤナギモなどの水草のすみ場所を

うばうようになりました。もとから日本にいた水

草にとっては、すめる水辺が減っていることに加

えて、帰化植物とのすみ場所のとりあいが大きな

痛手になっています。

茶 水草の未来
このような水辺の植物たちが生育の危機におち

10 

いっていることがわかってきたことに加え、良好

な自然のある水辺での自然体験の必要性、植物の

もつ水の浄化能力の高さなど、水辺の自然の大切

さが最近になって見直され始めました。河川の改 ・

修などは、水辺にすむ生き物のことを考えて植生

の回復が早く進むように配慮したエ法が工夫され、

行われつつあります。このことは、水草の未来に

明るい光を投げかけています。また、農薬や除草

剤の低毒化で少しずつ水草や動物が戻ってきてい

るようです。

私たちの身の回りからこれ以上水草が消えてい

かないよう、そして水草や水辺の生き物たちがた

くさん戻ってくるような未来をみんなでつくつて

いきたいものです。

（植物担当 おおたみちひと・さかいなおこ）
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